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法

律
・
労

務

相

談

所

正
社
員
登
用
制
度
の
整
備
と

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
助
成
金

◆
４
月
１
日

か
ら
中
小
企

業
で

も
「
同
一
労

働

同
一
賃
金
」
が
義
務
化

正

社
員
と
非
正
規

社
員
の
不
合
理
な
労
働

条

件
の
相
違
を
禁
止
す

る
「
同
一
労
働
同
一
賃
金
」

が
、
令
和
３
年
４
月
１
日

か
ら
、
中
小

企
業
に

対
し
て
も
義
務
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
諸
手
当

、
賞
与
、
退
職
金
等
の
待

遇
に
つ
い
て
不
合
理

な
相
違
が
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
と
い
う
も
の
で

す
が
、
昨

年
一
Ｕ
月
に
出
さ

れ
た
最
高
裁
判

決
で
は

、
賞
与
や
退

職
金
に
つ

い
て

、
不

支
給
は
不
合
理
と
は
い
え

な
い
と
の

判
断

が
示
さ
れ
た
も
の
も
あ
り
ま
す
（
大
阪
医

科
薬
科
大
学
事
件
、
メ
ト
ロ
コ
マ
ー
ス
事
件
）
。

◆
注
目
さ
れ
る
「
正
社
員
登
用
制
度
」

上

記
メ
ト
ロ
コ
マ
ー
ス
事
件
で
は

、
原
則
勤

続

１
年
以
上
の
希
璽

者
全
員

が
受

験
で

き
る
正

社

員
登
用
制
廣
が
あ
り
、
原
告
で
あ
る
契
約
社

員
が
、
試
験
に
２
回
失
敗
し
断
念
し
た
こ
と
が
、

企

業
側
は
正

社
員
登
用
の
機
会

を
与
え
て
い

た
と
判
断

さ
れ
、
結
綸
に

大
き
く
影
響
し
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

一
連
の
判
決
を
受
け
、
企
業
の
一
部
に
は
、
賞
与
や

退

職
金
に
つ
い
て
、正

社
員
人
材
の
確
保
・
定
着

を
目
的
と
し
て
設
け
て
い
る
と
し
て
、
非
正

規

社
貝
に
対
し
て
異
な
る
扱
い
と
す
る
代
わ
り
に
、

正

社
員
登
用
制

度
を
整
備
す
る
動
き
も
見

ら

れ
ま
す
。

◆

非
正

規
社

員
の
正
社

員
化

を
進
め
る
際
に

活
用
で
き
る
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
助
成
金

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
助
成
金
は

、
雇

用
期
間
の

定
め
が
あ
る
非
正

規
社

員
の
企
業
内
で
の
キ
ャ

リ
ア
ア
ッ
プ
を
促
進
す
る
た
め

、
正
社

員
化

等

を

実
施
し
た
事
業

主
に
対
し
て

助
成
金
を

支

給
す
る
制
度
で
す
。

本
助
成
金
の
正
社
員
化
コ
ー
ス
で
は
、
有
期
雇

用
の
非
正
規
社
員
を
正
社
員
等
に
転
換
、
ま
た

は
直
接
雇
用
し
た
場
合
に
助
成
金
が
支

給
さ
れ
ま
す
。
助
成
金
を
活
用
し
正
社
員

登
用
制
度
の
構
築
を
進
め
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

関
西
労
務
管
理
研
究
所

第
５
１
２
回
　
俳
句
会

ミ
月
の
声
を
聞
く
と
春
も
中
旬

と
な
り
木
々
の
芽

吹
き
に
春
の
息

吹
が
感
じ
ら
れ
る
。
後
れ
馳
せ
乍
ら

花
の
種
を
播
い
て
み
た
く
な
る
。
三

月
の
兼
題
は
「
種
」
全
般
で
あ
る
。

穐
蒔
け
ば
狙
ふ
小
鳥
達
左
右

種
箱
に
育
て
る
心
咲
か
せ
ま
す

小
杉

．
夫

若
鮎
の
光
と
な
り
て

さ
か
の
ぼ
る

最
終
は
松
明
浄
土
お
水
取

り
林
　

春
泉

種
芋
の
転
が
つ
て

ゐ
る
通
し
上
間

小
物
崖
の
三
段
並
ぶ
種
袋中

野
啓
ｆ

放
棄
地

に
茅
花
流
し
の
荒
れ
し
跡

垂
乳

根（
た
ら
ち
ね
）の
銀
杏
の
芽

吹
き
子
等
の
声

木
村
美
恵
子

種
芋
の
切
り
分
け
ら
れ
し
四
半
分

祖
母
逝
き
て
入
試
の
結
果
届
き
け
り

鈴
木
勘
資

梅
し
だ
れ
真
青
な
空
に
雲
一
つ

梅
干

の
穐
よ
り
食
す
風
邪
の
床

森
本
礼
了

春
の
空
眺
め
て
走
る
北
陸
道

瓶
の
蓋
取

れ
ば
金
柑
香
り
け
り

田
辺
督
旺

種
袋
振
れ
ば
小
犬

の
遠
吠
す

花
言
葉
託
し
て
種
を
播
き
に
け
り

浜
口
高
了

四

月
の
兼
題
は

「
引

き
鴨
」
　「
残

り
鴨
」
で
す
。

第
５
１
３

回
　

俳

句
会

こ
の
春
は
変
異
株
の
猛
威
中
。

高
目
の
気
候
の
う
ち
に
桜
は
盛
り

を
過
ぎ
て
い
っ
た
。

兼
題
は
「
引

き
鴨
」
　「
残
り

鴨
」
で
あ
る
。

助
手
席
の
妻
の
ほ
ほ
え
み
花
八
分

引
鴨
や
湖
北
の
波
の
こ
ま
や
か
に

小
杉

．
夫

彼
岸
寺
ひ
ね
も
す
鈍
の
鳴
り
止
ま
ず

野
仏
の
光
背
菜
の
花
明
り

か
な

林
　

春
泉

白
鳳
の
塔
の
吉
野
や
花
万
菜

隠
沼
（
こ
も
り

ぬ
）に
二

羽

ゐ
る
ら

し
き
残
り
鴨

中
野
啓
ｆ

風
切
羽

き
ら
り
と
風
を
鴨
引
け
る

大
型
ご
み
持
ち
込

む
路
肩
山
桜

木
村
美
恵
子

嫁
ぐ
日

の
親
娘
そ
は
そ
は
鴨
帰
る

転
勤
の
辞
令
を
受

け
し
鴨
帰

る

鈴
木
勘
資

一

大
阪
大
学
箕
面
新
キ
ャ
ン
パ
ス
開
校

令

和
３
年
４

月
１
日
内
、

か
ね

て

か
ら
移
転
新

設
工

事
が
進
め

ら

れ

て

い

た

「
大

阪

大

学

箕

面

新

キ
ャ
ン

パ
ス
」

が
開
校
し
ま
し
た
。

新
キ
ャ
ン

パ
ス

前
で

は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対

策
を
徹
底
し

た
上
で
竣
工
記
念
式
典

が
行
わ
れ
、

来
賓
、
関
係
団

体
代
表

者
な
ど
の

ほ

か
、
当

組
合

か
ら
は
俣

野
理

事

長
。
水
本

・
竹
内

・
尾

池

副
理

事

長
の
４
名

が
出

席
し
、
ま
ち
づ
く

り
計
画

の
人

き

な
拠
点

と
な
る
施

設
の
完
成
を

祝
い
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
大
阪
大
学
総
長
・

西
尾
章
治
郎
氏
が
「
大
阪
大
学
創

立
9
0周
年
・
大
阪
外
国
語
大
学
創

立
１
０
０
周
年
の
記
念
す
べ
き
年

に
本
日
の
慶
事
を
一
つ
の
ス
タ
ー

ト
ラ
イ
ン
と
し
て
、
今
後
と
も
皆

様
と
と
も
に
新
し
い
未
来
を
切
り

開

い
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
」
と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

続

い
て
、
同

外
国

語
学

部
長

・

竹
村

景
子
氏
に
よ

る
新

キ
ャ
ン

パ

ス

概
要

説
明

が
あ
り
、
来
賓
祝
辞

と
し
て
箕
面
市
長
・
上
島
一
彦
氏
、

文

部
科

学
省

文

部
科
学

審

議
官
・

松
尾

泰
樹
氏

か
ら
祝
辞

が
述

べ
ら

れ

た
後
、
華

や

か
に
テ

ー
プ

カ
ッ

ト

が
執
り
行
わ

れ
、
箕
面

船
場
の

新

た
な
ラ
ン

ド
マ
ー

ク
の
幕

開
け

を
象
徴
す

る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

球
春
や
行
進
の
列
白
き
靴

皆
送
り
Ｉ
．羽
睦
ま

じ
き
残
り
鴨

森
本
礼
子

滝
音
の
箕
面
の
山
の
春
淡
し

径
そ
れ
て
箕
面

の
初
音
の
谷
渡
り

田
辺
督
旺

湖
の
飢

に
ゆ
ら
ぐ
や
春
の
月

ぬ
か
る
み
に
子
の
尻
も
ち
や
竜
天
に

浜
口
高
子

以
上
、
浜
口
高
子
記

五
月
の
兼
題
は
「
蛙
」
で
す
。

組
合
通
常
総
会
、

荷
主
会
定
時
総
会

開
催
の
お
知
ら
せ

第
5
7回
大
阪
船
場
繊
維
卸
商

団
地
協
同
組
合
通
常
総
会
を
５

月
2
8日
向
午
後
、
Ｃ
Ｏ
Ｍ
３
号

館
５
階
会
議
室
で
開
催
い
た
し

ま
す
。

ま
た
同
日
、
第
4
4回
船
場
繊

維
団
地
荷
主
会
定
時
総
会
も
開

催
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
議
案
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
等
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
別

途
お
知
ら
せ
申
し
上
げ
ま
す
。

１

１

４

回
　

Ｃ

Ｏ
Ｍ

倶

楽

部

ゴ

ル

フ

大

会

水

谷
　

賢

二

氏

氏

が

優

勝

４
月
1
4
日
村
【
ア

ー
ト
レ
イ

ク

ゴ
ル
フ
惧
楽
剰
】

で
開
催
し
ま
し
た
。

敷
地
内
に
は
学
生
寮
も
建
設
が

完
了
し
て
お
り
、
今
年
度
か
ら
留

学
生
も
含
め
た
外
国
語
学
部
の
学

生
ら
約
３
千
人
が
利
用
す
る
予
定

で
す
。

1
6名

が

熱

戦

を

展

開

し

た

結

果

、

水

谷

賢

二

氏

が

優

勝

さ

れ

ま

し

た

。

主

な

成

績

は

左

記

の

通

り

（
敬

称

略

）

優
　

勝
　

水

谷
　

賢

二

（
㈱
ア
イ
ーシ
ー
・
シ
ー
）

準

優

勝
　

水

本
　

恵

造

（
㈱
理

喜

）

第

３

位
　

竹

内
　

陽

治

（
白

鷹

メ
リ
ヤ
ス
㈱

）

兼
行
事
予
定
（
令
和
Ξ
年
）

28 25 18 11 日

||
｜｜ 第 荷 鰻 正

２ 主
。 副

回 会 決 理
選 決 算 事
挙 算 理 長
HP

委ａ
茎

予

足

22 17 16 15 Ｂ 日

理ｱ 大正り １

Ｈ ｐ

ｌ ｉ

M

記

ッッ
H

晋
ｇ

ッ窟

？
ｇ

ッ各

Ｈ Ｕ
ｄ Ｈ
Ｈ ｄ

理役Ｈ

予

定

擬
尚

、

新

型
コ

ロ

ナ

ウ

イ
ル

ス

の

影

響
に

よ

り
行

事
予

足

が
中

止
・
延

期
・
変

更
に

な

る
場

合

が
あ
り

ま
す
の
で

、
ご
了
豪
下

さ
い

。

大

阪

船

場

繊

維

卸
商

団

地

協

同

組
合

理

事
会

を

開

催

第
３
９
８
回
理

事
会
を
３
月
９

日

向
午
後
ｏ

時
4
0分

か
ら
ｃ
ｏ

Ｍ

３

号
館
５

階
会

議
室
で
開
催
、
次

の
５

議
案
を
審

議
、
可
決

承
認
さ

れ
ま
し
た
。

第
１

号
議

案
　

第
5
7回
通
常
総
会

開
催
日
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
件

第
２

号
議
案
　

選
挙
管
理
委

員
並

び
に
委

員
長
の
選
任

に
つ
い
て
承

認
を
求
め
る
件

第
３

号
議
案
　

任

期
満
ｒ

に
伴

う

役
員
改
選
の
理
事
会

推
薦

に
つ

い

て
承
認
を
求

め
る
件

第
４

号
議
案
　

組
合

員

の
異
動

に

つ
い
て
承
認
を
求
め
る
件

第
５

号
議
案
　

コ

ム
ア
ー
ト
交

通

㈱
よ

り
の
借
入
金
再

借
入
れ
に
つ

い
て
承
認
を
求
め
る
件

船
場
繊
維
団
地
振
興
株
式
会
社

取
締
役
会
を
開
催

第
２
１
５
回
取
締
役
会
を
３
月

９
日
向
正
午
か
ら
Ｃ
Ｏ
Ｍ
３
号
館

５
階
会
議
室
で
開
催
、
次
の
２
議

案
を
審
議
、
可
決
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

第
１
号
議
案
　
令
和
２
年
６
月
１

日
～
令
和
３
年
２
月
2
8日
ま
で
の

事
業
報
告
並
び
に
収
支
報
告
の
件

第
２
号
議
案
　
株
主
名
義
変
更
に

つ
い
て
承
認
を
求
め
る
件
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社

会

人

と

し

て

の

基

礎

を

学

ぶ

新

入

社

員

教

育

講

座

４
月
５
日
面

、
６
日

肉
の
２
日
間
、

団
地
組
合
・
ア
パ
レ
ル
産
業
教
育
学

園
共
催
で
新
人
社
員
教
育
講
座
が
Ｃ

Ｏ
Ｍ
３
号
館
５
階
会
議
室
で
あ
り
ま

し
た
。

４
社
1
7名
の
新
入
社
員
の
皆
さ
ん

が
社
会
人
と
し
て
の
基
礎
を
研
修
さ

れ
ま
し
た
。

荷
主

会

三

部
会

情

報

交

換
会

を

開

催

４
月
６
日
肉
正
午
か
ら
、
三
部
会

（
量

販

店
・
百

貨

店

・
ホ

ー

ム

セ

ン

タ
ー
）
情
報

交
換

会

を
開
催

し
、
水

本

会

長
・
津

田

幹

事

長

を

は

じ

め
、

役
員

・
委

員
等
1
0名

が
出

席
さ

れ
ま

し
た
。

量
販
店
部
会
で

は
、

タ
オ
ル
は
１
。

２

月

は
閑
散

期
で

低
調
、
新
商

品
の

出

荷

が
遅
れ

て

い
る
、
イ

ン
ナ

ー
ウ

ェ

ア
は
量
販
店

向
け
で

前
年
同

期
対

比
で
は
上
回
っ
て
い
る
が
、
コ
ロ
ナ

前
の
一
昨
年
対
比
で
は
届
い
て
い
な

い
。
化
粧
雑
貨
に
つ
い
て
は
。
一
部

業
態
向
け
は
右
肩
上

が
り
、
ネ
ッ
ト
。

巣
龍
需
要

は
好

調
で

あ

る
が
、
全
体

と
し

て
は

昨
年
を
下

回

る
、
近

時

の

円

安
を

踏

ま
え
国

内

仕
入
れ

に
切
り

替
え
て

い
る
。

百

貨

店
部

会
で

は
、
３
月

は
百
貨

店

全
体
で
前
年

同
月
対
比

で

は
3
0％

の
増

と
な

っ
た

が
、
一
昨
年

対

比
で

は
3
3％

の

減

と
低

迷
し

て

い

る
。
ユ

ニ

フ
ォ

ー

ム
関

連
で

は
、
学

生
服

に

つ

い
て
は

影
響

が
な

い

が
、
オ
フ

ィ

ス
関
連
主
体
に
減
少
が
見
込
ま
れ
る
。

ホ
ー
ム
セ
ン

タ
ー
そ
の
他
部
会

で
は
。

ホ

ー
ム
セ
ン

タ
ー
各
社

が
力

を
入

れ

て

い
る
Ｐ
Ｂ

商
品

に

つ

い
て
、
原

料

の
値
上

が
り

等

か
ら
生

産
を
別
工

場

に

シ
フ
ト
す

る
動
き

が
目
立

っ
て

い

る
、
物

流

で

は
、
３
、
４
月

は
本

来

衣

替

え

の

時
期

で
活

発

と

な

る

が
、

動
き

が
仲

び
て

い
な

い
、
彩

都
他

の

マ
ル
チ

倉

庫
も
今
後

空
き

が
で

る
見

込
み
、
コ

ロ
ナ
の

今
後

の
感
染

拡
大

が
懸

念
さ
れ

る
等
々
活

発

な
情
報
交

換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

春
の
慰

霊

塔

法

要

を

厳

か
に

実

施４
月
1
3日
肉
、
滋
賀
県
大
津
市
の

比
叡
山
延
暦
寺
大
霊
園
に
お
い
て
恒

例
の
慰
霊
祭
が
営
ま
れ
ま
し
た
。

今
回
も
昨
年
同
様
、
代
表
し
て
組

日
本
に
誕
生
し
た
毛
織
物
卸
商
と
し
て
１
３
８
年
。

テ
キ
ス
タ
イ
ル
開
発
は
新
た
な
未
来
へ
。

一
世

紀
以

上
の
実

績

を

基
に
、
常

に
新

素

材

づ
く

り
を

提

案

し
て

い
る
老

舗

織

物

商

社

。
尾

州
の
ウ
ー
ル
、
浜
松

の
コ
ッ
ト
ン
、
和

歌

山

の
カ
ッ
ト
ソ
’‐
、
岡

山
の
デ
ニ
ム
、
新

潟

・
西

脇
の
綿
先

染

め
と
い
っ
た

全
国

の
生
地

メ
ー
カ
ー
を

仕
入

先
と
し
、
ニ
ー
ズ
に
合

わ
せ
て
小
ロ
ッ
ト

か
ら
き
め
細

か
く
対

応

す

る
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
い
る
。

特
に
尾

州

産

地
で
の
取

り
組
み
は
戦

前
か
ら
。

糸
か
ら
提

案

し
、
色

・
柄

を

交
え
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
素

材
の
開

発
力

に
は
定
評

が
あ
る
。

さ
ら
に
注

目

す
べ
き
は
、
関

連

会

社

「
ア
ス
モ
チ
株

式

会

社

」
の

新

事

業
で
あ
る
。
腰

と
腕

を
ア
シ
ス
ト
す

る
こ
と
で
、
シ
ニ
ア
や
女

性

な
ど
性

別
や
年

齢

に
か
か
わ

ら
ず
体

の
負

担

な
く
長

期

問

慟

く
こ
と

が
で
き
る
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
子

会
社

が
開

発
し
た
パ
ワ
ー
ド
ウ
ェ

ア
Ａ

Ｔ

Ｏ

Ｕ

Ｎ

（
ア
ト
ウ
ン
）

を

扱

う
。
社

内

物

流

を

担

う

繊

維

業

者

も

多

く
、
業

界

令

体

の

問
題
解
決
の
一
助
に
し
た
い
と
事

業
展

開
を
始
め
た
。
既
に
大
手

航
空
会
社
の
物
流
施
設
や
自
動

車
メ
ー
カ
ー
の
社
内

物

流
な
ど

で
導
入
さ
れ
て
い
る
。

組合員の会社訪問

ｒ ヽヽ

ｊ

ｊ

『

―

－

越田株式会社

所 在 地　 本社　〒５４１-００５４

大阪市中央区南本町3 丁目１番２号

０６･６２５２-6211 （代）

箕面　〒５６２-００３５

箕面市船場東1 丁目７番２号

U　R　L　htt ｐ://ｗｗｗ､koｓhida･ｃｏrp.ｃｏｍ/

合
役
員
と
新
た
に
合
祀

さ
れ

た
一
部

遺
族
の
み
参
加
の
小

規
模
な
形
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

午
前
Ｈ
時

か
ら
、
慰
霊

塔
前
で
、

今
回
新
た
に
合
祀

さ
れ
た
４
柱
を
加

え
た
２
６
７

柱
の
物
故

者
法
要

が
比

叡
山
延
暦

寺
執
行
　

水
尾
寂
芳
権
大

僧
正

を
は

じ
め
３
名
の
式
衆

が
ご
出

仕
さ
れ
、
厳

か
に
執

り
行
わ
れ

ま
し

た
。

な
お
、
新
た
に
合
祀

さ
れ
た
物
故
者

は
次
の
通
り
で
す

。

○
令
和
元

年
Ｈ
月
１９一
日

没

白
江
孝
次
霊
位

（
㈱
エ
キ
ス
プ
レ
ス
）

○
令
和
２
年
２
月
2
7日

没

金
本
武
司
霊
位

（
金
本
徳
㈱
）

○
令
和
２
年
６
月
８
日

没

木
原
幸
子
霊
位

（
木
原
商
工

㈱
）

○
令
和
２
年
1
0月
2
6日

没

喜
多
元
臣

霊
位

（
㈱
Ｔ
Ｓ
Ｉ

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
）

代表取縛役会長　平井耕一郎

代表取締役社長　越田泰生

創　　 業　 １８８３（明治16 ）年

設　　 立　 １９４８（昭和２３）年

資　本 金　３０００万円

事 業 内 容　 繊維製品卸売業、繊維部門。

不動産部門

このコーナーでご紹介する訪問企業を募集（掲載料無料）しています。ご希望の企業は、

酋072 － 729 － 3321 （代）団地組合（担当：山口）まで、お気軽にお問い合せください。

〈お聞合せ〉大阪府豊中市新千里西町1 丁目1 番7-3

■li。0120-165-372 雖1７
ｻービス付き高齢者向け住宅ウ ィ ス テ リ ア 千 里 中 央

呵4j 老 い 　 回答者：大谷歯科箕面診療所 院長　大谷朋弘 先生 ●

(Ξl 新型 コロ ナウイ ル ス の 感染 経 路と 重 症 化

＆　 新型コロナウイルスは､アンギオテンシン変換酵素２(以下ＡＣＥ２)受容体に結合して､そこを足掛かり

に細胞内に侵入して増殖します。このＡＣＥ２は身体の多くの臓器で発現が確認されており､口腔内の粘膜、

舌､気道､肺などで発現量が多くみられます。味覚障害が出現するのは舌の表面から新型コロナウイルス

が侵入し､味を感じる組織に障害を与えた結果だと考えられています。高血圧症､糖尿病､肥満､喫煙者の

方は基礎疾患がない健康な方に比べてＡＣＥ２受容体の発現量が増加している報告があります。そのため

基礎疾患がある方は重症化しやすいと考えられています。口からの感染に注意が必要です。外出時にはマ

スクを着用し､密な食事会は避けましょう。

旨

一 難

ﾂﾞ ぞ 臨

廻 圖 題 画　 ９　　　　 Ｑ竺 ？ ？ ンタピューさせて頂きました!　　　　　　　　。
口

Q1. ご 入居 のきっか けは?

併設されている病院を利用した時にこちらを知りました。

内覧会へ足を運び､こちらの施設がもつ穏やかな雰囲気や

サポート内容に魅力を感じて入居をすることに決めました。

Q2. 人 居して から のお仕 事へ の影 響 はい かか で す か?

1
千里東町公皿

1
北大飯急行　　 千里中央公園
－－－－－

- ｀ln ‾‾7

3111.　 ゛･ ｒ ｉ-

一一‥

立地が良いのでビジネス街への通勤にはとても便利です｡入居者の方々も現役で仕事を

されている方が多いため気軽に仕事の話をしたりできることも意欲につながっています。

四 ●

一｀ぷｔii゛

※上記掲載は､広告です｡掲載広告の内容は､広告主が責任を負うものであります。

進 むべき道 へは糧 て11 こ安 全 で雄 実 な遵を遥 ん で行くと良 い。

タイミングをiaさないよ夕じの アン テナを優 づて準 汲しておくこと。
AＢ型

ゴ ールを定めてｶちｽﾀｰﾄ を｡大 切なこと ま息いで決めないで。

持ち前の行動力と判断力を発譚すａ 之 まつて心 事。
B型

居 心 地 が 悪いと感じることヵ価 って耘 必 ず 好布 する碕 期 が 来る。

海 関 の花 の中 で舞い 詠るような漣 如 打 くそこj で や ってきてt ４
〇型

心 てＬ４ ２ｺ鉢゙ 当lこ相和) たぬ こなってい6 力を 瞳ll一

勢いでfi勣しやすいとき｡思いや 吻 心を持って冷静に判断して。
Ａ型

C ｏｍ ｐａｎy Ｐrｏfillｅ

四l ；
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